
寄附講義「会社研究」令和６年度 第７回目 

   令和６年５月２２日(水) 13時 10分 

   講師 八鹿酒造株式会社取締役総務部長兼経理部長 熊谷 光顕 氏 

テーマ：「大学生の頃に経験すべきこと、学んでおけばよかったこと～県内中小

企業に就職して良かったこと＆お酒のお話し～」        

 本年度第７回目の寄附講座は、昭和６１年３月に本校大分大学経済学部を卒

業され八鹿酒造株式会社に就職、現在は取締役総務部長兼経理部長 熊谷 光

顕 先輩による、「大学生の頃に経験すべきこと、学んでおけばよかったこと～

県内中小企業に就職して良かったこと＆お酒のお話し～」という講義となりま

した。 

 所属サークルは「バスケットボール部」、所属ゼミは谷川ゼミでした。 

次に、下記項目について述べられました。 

先ず社名の由来のエピソードについて語られました。 

次にお酒の種類や出来上がるまでについてお話されました、その中でスパー

クリングワイン“HAKKO”は２０２３年１２月から２０２４年２月まで ANA

の NY 路線のファーストクラスのお酒に採用されたという話題にも触れられま

した。 

１． 大学生の時に経験すべきこと 

①  環境や価値観が異なる色々な所から大分大学に集まってきた仲間に触

れあって、卒業しても付き合いの出来る友達や先輩を作ると良い。社会

人になってから、同窓の先輩方にお世話になる機会もあり、同窓という



ことで初対面でもコミュニケーションの端緒となり易い。 

②  蔵書が沢山ある専用の図書館を利用しない手はない 

一日の内に１時間でも良いので図書館で借りた本で、時間及び空間を

飛び越えた経験ができるのが読書である。APU 前学長出口治明さんが説

いている「人・本・旅」を学生の頃から実践していくと人生が更に豊か

になると思える。名著と呼ばれるものは一度読んでみて、腑に落ちたも

のを読み進めると良い。 

２． 大学の時に学んでおけばよかったこと 

①  目標達成管理プログラム 

 実社会で役立つ目標の設定方法・目標に向かってゆく中での戦略/戦術

の構築や達成途中での現在の置かれた場所（立ち位置）をマイルストー

ンとし、目標に達する為のやり方の変更等を適宜行い、目標を達成し易

くするプログラムのこと、これは実社会で大いに役立つメソッドと思う

ので学生時代に学びたかったと述べられた。 

②  マーケッティング 

 人々の興味は日々変わっていくが、欲する商品を知ってもらい、買っ

てもらう基本的なマーケッティングの※４P はいつの時代も変わらない。 

※「Product（商品）」「 Price（価格）」「 Promotion（販売促進）」「 Place

（流通）」 

AI を使用した SNS 等の自動広告は、個人の嗜好から類推しているが、

基本のマーケッティングはいつまでも不変であると思うと述べられた。 



 最後に就職活動をする学生の皆さんへの先輩からのエール 

①  大企業以外にも中小企業ながら優れた会社はたくさんある、見つけて・

訪問して肌に感じると良い 

②  企業は積極的な人材を求めている、求人が出ていなくても入社したい会

社に直接アタックすることを勧めます、但し、応募者が多い場合は自分を

売り込む方法を工夫して実行する事。 

③  先輩がいる企業はその先輩の属性を調べて訪問すると良い 

④  企業が求める学生像：大分大学経済学部のアドミッションポリシー（AP）

と同じなので参考にして欲しい。 

直近の話題として JR 九州が導入した新 D&S 列車（デザイン＆ストーリー）

の１台の車両名に八鹿酒造株式会社の創業者の名前を採用して「かんぱち」

と名付けているエピソードの紹介をもって講義を締めくくられました。 

以上 

 


